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(1) 職業意識 ：日本労働研究機構による HRM 
(Human resource management)チェック リス トか
ら，「キャ リア・コ ミットメント」 (careercommitment : 


















































因子 I 因子I 因子I
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った結果が，表 1である．その結果，因子 Iが 8項目，
因子Iが 7項且因子Iが 4項目の計19項目を選出し，
いずれの因子負荷量も ．40に達していない項目，すなわ





























(5) 分析方法 ：集計 ・分析はエクセル2000, Statcel 
および STA TISTICA'98 Editionを用いた．
3.結 果




(2,199) = 18. 419, p <. 001). Scheffe法を用いた多
重比較によれば，医療保育科は第一看護科および介護




























職業意識 自己実現 情 報 家族 ・親戚
職業意識
自己実現 .61 
恰 報 .07 23 















































’‘、9 -..＿ ・自己実現限定型 （クラスター1)
ヽ
■ 自己実現情報駆使型（クラスター 2)
------•-—ー自己実現低迷型 （クラスター 3 )
図 2 専門選択タイプの標準得点
る分散分析を行った結果， クラスターの主効果が有意





(F (2,199) =16.66, p<.01). LSD法を用いた多重
比較の結果， クラスター 2はクラスター 1およびクラ
スター 3よりも情報因子得点が高くなった (p<. 01). 
最後に，家族 ・親戚因子得点に関しても同様の分析
を行った結果，クラスターの主効果が有意であった (F
(2,199) =117.60, p<.01). LSD法を用いた多重比
較の結果， クラスター 2はクラスター 3よりも家族 ・
親戚因子得点が高く (p<. 01)，クラスター 3はクラス
ター 1よりも家族 ・親戚因子得点が高くなった
(p<.01). 














看 護 29 (36. 7) 27 (34.2) 23 (29.1) 
介 護 23 (41 1) 13 (23.2) 20 (35. 7) 
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